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岐阜県警察における
犯罪の起きにくい社会づくりの推進について

岐阜県警察本部
生活安全部参事官兼生活安全総務課長　警視　 松原　清隆

１　はじめに

岐阜県警察では、「安全・安心なふるさと岐阜

県づくり～力強く県民の信頼に応える警察」を基

本指針に、「犯罪の起きにくい社会づくり」を目

指して、自治体、事業者、ボランティア団体、そ

の他関係機関と連携した各種犯罪抑止対策を推進

しています。

２　岐阜県の特徴と犯罪情勢

（1）岐阜県の特徴

岐阜県は、島国である日本では珍しい「海に面

していない数少ない県」の一つで周囲を愛知県、

三重県、福井県、石川県、富山県、長野県の６県

に囲まれ、日本列島のほぼ中心に位置する県です。

人口は2,074,140人（平成23年９月１日現在推計）
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の木曽三川が流れ、特に

長良川中流域は『日本の名水百選』に選ばれるほ
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り集落、清流長良川の鵜飼
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、日本三大名湯

の一つ下呂
げろ

温泉など全国に誇れる観光名所が沢山

あり、毎年多くの観光客が訪れ、県内の名産品で

ある「飛騨牛」、「富
ふ

有
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柿
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」、「栗きんとん」などは

とても人気があります。

さらに、平成24年10月には『ぎふ清流国体』が

開催されるため、県内各地では大会の準備が進め

られています。

県警だより　35

岐阜県警察本部庁舎

白川郷合掌造り集落 長良川の鵜飼



2 防犯設備　2012年新年号

（2）犯罪情勢

岐阜県の刑法犯認知件数は、平成14年をピーク

に昨年まで８年連続で減少していましたが、平成23

年５月に増加に転じ、10月末においては、前年同期

と比較して＋1.4％と未だ増加傾向にあります。

特に、空き巣、出店荒しなどの侵入盗や自動車

盗、オートバイ盗などの街頭犯罪、さらには振り

込め詐欺等、県民の身近で起きる犯罪が増加して

おり、県内の犯罪情勢は極めて厳しい現状にあり

ます。

３　犯罪の起きにくい社会づくりの推進

（1）平成23年街頭犯罪等抑止対策の推進

ア　重点対象犯罪・重点対象地域の選定

平成22年中の増加、多発犯罪である「自動車盗」、

「自転車盗」、「車上ねらい」、「部品ねらい」、「空

き巣」、「忍込み」の6罪種（手口）を重点対象犯

罪に選定、また、県下全22警察署のうち、署別の

刑法犯認知件数（平成22年中）が1,000件以上の11

警察署を指定警察署に選定し、罪種（手口）・地

域に的を絞り重点的かつ効果的な犯罪抑止対策を

推進しています。

イ　個別防犯対策

○自動車関連犯罪（自動車盗、車上ねらい、部品

ねらい）対策

平成23年10月末における自動車盗は607件（前

年比＋166件）、車上ねらいは2,447件（前年比＋12

件）、部品ねらいは1,013件（前年比－97件）であ

り、特に自動車盗は前年比＋37.6％と激増してい

ることから、これら自動車関連犯罪対策は、喫緊

の課題となっています。

自動車盗については、組織的かつ広域的に敢行

される傾向にあることから、愛知県、三重県、静

岡県の東海4県による合同会議の開催、自動車メ

ーカー等に対する自動車盗難等防止に関する申入

れなど、東海4県が連携した自動車関連犯罪の被

害防止対策を推進しています。

また、「岐阜県自動車盗難等防止協議会」の開

催や、（社）日本損害保険協会による10月7日の「盗

難防止の日」への参加など、県内の自動車関連企

業等と連携し、自動車関連犯罪の被害防止対策を

推進しています。

○自転車盗対策

ゲートウェイ犯罪と呼ばれる自転車盗は、岐阜

県において刑法犯認知件数に占める割合が約16％

刑法犯認知・検挙の年次推移
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と最も高く、自転車盗対策は、刑法犯認知件数の

総量抑制には必要不可欠であるため、「発生場所

（ハード面）」と「被害者（ソフト面）」の２つの

ポイントに的を絞った対策を推進しています。

まず、「発生場所（ハード面）」の対策について

は、被害場所の分析結果により、特定の駅及び大

型店舗等において多発していたことから、県内21

箇所（駅14箇所、大型店舗7箇所）の多発駐輪場

を『重点駐輪場』に指定し、対象駐輪場の防犯診

断を実施して、

防犯カメラの設置、監視員の配置、放置自転車

の撤去など、自治体及び店舗等の管理者に対して

積極的な防犯指導等をしています。その結果、平

成23年中において、西岐阜駅駐輪場（岐阜市）、

大垣駅駐輪場（大垣市）、可児駅駐輪場（可児市）

など、岐阜県の主要駅で、「駐輪場の有料化」、

「監視員の配置」、「防犯カメラの設置（増設）」、

「駅周辺の自転車等放置禁止条例の制定」などの

駐輪場の環境整備が行われ、整備された駅駐輪場

の自転車盗は減少傾向にあります。

次に、「被害者（ソフト面）」の対策については、

被害者の分析結果により、約5割が中・高生で、

その約6割以上が無施錠による被害であったこと

から、県下25校（中学１校、高校24校）を選定し、

ＭＳリーダーズ（高校生ボランティア：ＭＳはマ

ナーズ・スピリットの略称）などが、自らが自転

車点検や広報啓発活動などを積極的に実施するこ

とで、二重ロックなどの防犯意識の向上を図って

います。

（2）犯罪抑止パトロール業務委託事業

本事業は、平成21年度から毎年度実施しており、

今年度で３回目となりますが、県内の警備業者に

業務を委託して、犯罪の多発地域を選定し、青色

回転灯車両を使って、「駅及び大型店舗の駐輪場」、

「子どもの通学路、女性の帰宅路」、「深夜営業す

るコンビニエンスストア及び店舗等の駐車場」な

ど、３種類の防犯パトロールを実施しています。

県民からも、「子どもの下校時間や夜間に地域

をパトロールしてもらえるので安心である。」、

「深夜の1人勤務のコンビニエンスストアに立ち寄

ってもらえるので、大変心強い」などの意見が寄

せられるなど、本事業が地域住民に浸透し、理解

と協力を得られる活動になっているため、来年度

も本事業を継続していきたいと考えております。

（3）振り込め詐欺対策

本県の振り込め詐欺の被害状況は、平成23年10

月末現在で、被害件数86件、被害総額約１億円で

あり、既に昨年の被害総額を超え、被害件数も昨

年1年間の件数に迫る勢いで増加しています。

振り込め詐欺は、その大半が高齢者を狙い、電

話で家族、警察官、銀行員、市町村職員などを騙

り、善意の心を踏みにじり蓄えたお金を全て奪う

悪質な犯罪であるため、継続した被害防止と検挙

の両輪で対策を講じています。

県警では、被害防止対策の一つとして、緊急雇

用創出事業により、平成24年1月から3月までの3

か月間に「振り込め詐欺等被害防止コールセンタ

ー」を開設する予定です。

パトロール出発式整備された大垣駅駐輪場内
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「振り込め詐欺等被害防止コールセンター」は、

振り込め詐欺の被害者となる高齢女性宅などに、

電話をかけて相手と直接話をして、振り込め詐欺

の最近の手口や被害防止対策について広報啓発を

していきます。

（4）防犯設備士の活用

岐阜県には防犯設備士332人、総合防犯設備士3

人（平成23年4月現在）がおり、地域の防犯アド

バイザーとしての役割を担っています。県警にお

いても警察官27人（平成23年10月末現在）が防犯

設備士の資格を取得しており、各警察署へ配置し

て犯罪抑止対策の中核として活動をしています。

防犯設備士である警察官は、被害にあった住宅、

店舗等の防犯診断を行い、管理者等に対して防犯指

導をする中で、防犯設備士の知識を生かした防犯機

器の選定、設置位置等のアドバイスもしています。

また、岐阜県（知事部局）では「安全・安心ま

ちづくりアドバイザー派遣制度」を実施していま

すが、アドバイザーは、「警備会社」、「ガラス会

社」、「電気会社」、「錠前会社」等の専門的な業種

の人材で、そのほとんどが防犯設備士であり、県

民のニーズに応え、各種会議・会合等に出向き実

演を交えながらの防犯指導をしております。

県警では、岐阜県防犯設備協会、岐阜県防犯協

会、自治体、企業、その他関係団体との連携の強

化を図り、防犯設備士の育成と拡充を推進してい

ます。

（5）自主防犯ボランティアの活性化と支援

県内の防犯ボランティア団体は、平成22年末で

1,208団体、78,182人で「自分の地域は自分で守る」

を合い言葉に、「子どもの見守り活動」、「青色回

転灯車両による地域のパトロール」など、日々の

防犯活動に活躍していただいており、団体数及び

人数も年々増加し、これに反比例して刑法犯認知

件数は減少しています。

しかし、その一方では、こうした防犯ボランテ

ィア活動をする方の高齢化が問題となっているこ

とから、県警では、県内の大学及び企業等に対し

て自主防犯ボランティア活動の新規参加を呼びか

けるなど、若い世代の参加促進を図っています。

現在、大学生ボランティア数は約70人で、落語

研究会による振り込め詐欺被害防止を題材にした

刑法犯認知・検挙の年次推移

警察官（防犯設備士）による防犯診断の状況
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落語や、小学校の児童に対する紙芝居を使った連

れ去り防止教育など、若者特有の防犯ボランティ

ア活動を行っています。

県警では、若い世代の参加促進及び活性化を支

援するため、大学生ボランティア、企業、その他

関係機関等を集めた「ヤングボランティアフォー

ラム」の開催、ボランティア活動状況を掲載した

「ぼらんてぃあにゅーす」の発行など、官民一体

となった取組みを推進しています。

４　おわりに

岐阜県は8年連続で減少してきた刑法犯認知件

数が、平成23年に増加へ転じるなど、治安情勢は

極めて危機的な状況にあり、特に増加している侵

入盗や自動車関連犯罪など、早急に対策を講じな

ければならない問題が山積しております。

こうした現状を踏まえ、県警では、全総力を挙

げて「安全・安心なふるさと岐阜県づくり～力強

く県民の信頼に応える警察」を目指し、日々諸対

策に取り組んでいるところでありますので、皆様

の深いご理解とご協力をお願い申し上げます。

大学生による振り込め詐欺被害防止の落語
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防犯ボランティア人数と刑法犯認知件数の年次推移
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